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脳室上衣建 と脈絡叢乳頭腫 の 光顕， 電顕，
お よび

免 疫 組 織 化 学 的 研 究

金 沢 大学医学部脳神経外科学講座 く主任 こ 山本信二 郎 教 掛

石 瀬 浮

く昭和6 3年 1 月 8 日受付I

上 衣 風 上衣芽腰 ，
脈絡叢乳頭 凰 お よ び悪 性脈絡草乳頭腫 は脳室系に 発 生 す る腫瘍 と して 知 られ

て い る が
， 実際に は稀な腫瘍 で あ り 明確 な診断基準が確立 され てい な い

一 著者は
， 脳内 に発生す る こ れ ら

腫瘍の診 断，
及び分類 に有用 な形態的特徴 を明ら か に す る た め に ， 光顕及 び電顕 的観察 を行い

，
あわ せ て

免疫組織 化学的検索 を行 っ て そ の有用性 に つ い て検討 した ． 手術 に より 得られ た脳 腫瘍 16 例 く内， 上 衣腫

6 机 上 衣芽腫 4 例， 脈絡黄乳頭腰 5 例 ， 悪 性脈絡 草乳頭腰 1 即 ， 対照と しノ て ヒ ト成 人， 幼君 な マ ウ ス
，

及び鶏胚 それ ぞれ の 脳室上 衣と脈絡草 を観察 した 一 上衣 凰 及び 上衣芽腰は 全て 光顕 上 真性 ロ ゼ ッ トを も

ち
，
確定診断 に と っ て 最も重要 な根拠 と な っ た ． 上衣腫， 及び 上衣芽腫 は 全 て gli al fib rill a r y a cid i c p r o t ei n

くG F A P 順 性で ケ ラチ ン 陰性 であ り
，

この こ とは鑑別診断に 役立 っ た t
上 衣芽脛は 真性 ロ ゼ ッ トの 多数見

ら れ る群 と少 ない 群 に 分類さ れ た ． 真性 ロ ゼ ッ トの 多い 上衣芽腫 は電鍵的に 微小 ロ ゼ ッ ト を多数 も ち
，

ビ

メ ン チ ン 陰性 であり
，

真性 ロ ゼ ッ ト の少な い 上 衣芽腫は明 らか な微少 ロ ゼ ッ トを もた ず，
ビ メ ン チ ン陽性

で あっ た
．

上衣腫の 2 例 は光顕上核周囲明費を伴う 蜂巣状構造 を示 し， 稀突起膠細胞腫と酷似 し てい なが

ら
，

電鋳 で は上衣腰 に特徴 的な微小ロ ゼ ッ ト をも ち
，

クリア ー セ ル ． バ リア ン トと 診断 され た ． 上 衣腫 及 び

上 衣芽腫 で は， 電頗的 に 中間径 フ ィ ラ メ ン トの線推束が細胞間 ま た は血管周囲 に 豊富 に 認め ら れ ，
こ れ は

G F A P 強陽性の 胞体突起 の分布と
一 致 して い た

． 脈絡草乳頭 腫及 び悪 性脈絡叢乳頭脛 は い ずれ も 光顕的真

性 ロ ゼ ッ ト を も た ず，
G F A P 陰性 で か つ ケ ラ チ ン と S － 1 0 0 蛋白陽性で あ っ た

一 光顕組織学的に 上 衣

芽腫と診断さ れ てい た悪性脈絡 草乳頭腰 の 1 例 は
， 電頗 的に 浦波性増殖 を示 す部分 に 微小 ロ ゼ ッ トが存在

せ ず，
乳頭状増殖 を示 す部分 は良性 の 脈絡叢乳頭歴と 基本的 な超微像 が共通 して い た

． 電顕的 に 上 衣芽腫

の 1 例 に 腫大化 した 異常線毛 の形成が認 め られ ， 脈絡草乳頭腰 の 2 例 に 腫瘍細胞間や基 底膜近傍 に 発生す

る線毛ま た は基底小体が 認め られ た ． 結論 と して
，

上 衣腫， 及 び上 衣芽腫 の診断 に お い て 光顕的に は真性

ロ ゼ ッ トの 存在が最 も重 要で あり， 電顔的に は微小ロ ゼ ッ トの 発見 が極 めて 有用 で ある
．
上 衣腰の ク リ ア ー

セ ル ． バ リア ン トや
，
礪漫性増殖を示 す 悪 性脈絡叢乳頭腫 は光顕的に 診断 が困難で も

，
電顕検索の 併 剛 こよ っ

て容易 に 診断され る ． 免疫組織化学的検索 は，
上 衣腰 で は全例 G F A P 陽性 で ケ ラ チ ン 陰性 で あ るの に 対し，

脈絡華乳頭脛で は G F A P 陰性で ケ ラチ ン 陽性 で あり鑑別診断 に 役立 つ
■

E e y w
r

o r d s 上衣腫， 上衣芽脛， 上衣腫 の クリ ア ー セ ル ． バ リア ン ト， 脈絡叢乳頭

腫， 悪性脈絡叢乳頭腫

脳室上衣細胞 と脈絡草上皮 は
，

とも に 神経上 皮由来

と考 え られ
1I

， 脳室壁 を形成 す る 上 皮細胞と して 共通

した形態 を持 つ 点で
，

中枢神経 系に お い て ユ ニ ー ク な

存在である
2コ

． 脳室壁 に は そ の ほ か に も ， 伸長細胞， 上

衣上 細胞， 神経線推な ど様々 な 細胞が見 ら れる が
3，

，
こ

れ らの どの細胞か ら上 衣腫 や脈絡華乳頭腫が発生す る

の か に つ い て は，
い ま だ 意見 の

一

致 を み な い
り 車

．
上衣

脛が グリ オ ー マ に 占め る割合は，
4 ．6 －6 ％

り
と低く，

上 衣下 腫瘍り 5 朔
，
乳頭状上 衣膿 また は粘液乳頭状上衣

腫 り7
憧 除 くと ， さ ら に 頻度 は低く な る ． 脈絡叢乳頭腫

が グ リ オ
ー

マ に 占め る割合は 1 ． 卜 2 ％
1 潮 と さ ら に 低

い
． ま た

， 臨床的に も組織学 的に も 悪 性な 上衣芽腫は

A b b r e vi a ti o n s こ G F A P ， gli al fib rill a r y a cidi c p r ot ei n 三 F L S
，
fib r o u s l o n g

－ S p a Ci n g c oll a g e n ．
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上 衣腫 の 4 －8 ． 5 ％り 郎
と 少な く

， 脈 絡華痛 も 同様 に 稀

で ある
9I

．
こ れ ら の 稀な腫 瘍の 組織学的特徴は 上衣 芽

腰に つ い て は R u b i n s t ei n
1 0 1 に よ る 定 義が－一

一 般 に 用 い

られ て お り
， 脈絡叢癌に つ い て は L e w i s

川 の 光顕 に よ

る定義が
一 般的と思わ れ るが

， 電顕 に よ る報告 で は腫

瘍細胞の 分 化の 程度が 様々 で
，

基 準が 明確 に され て い

な い
．

上 衣腰 に お い て は 混 合 腫 瘍 の 報 告 も 多 い

が
り12 ト 1 5 1

， 光顕 上 核周囲明 尊 を伴う 蜂巣状 構造 を 示 し

なが ら
， 電顕 上 は上 衣腰 に 特徴 的な構造 をも つ 上衣腰

の 存在が 最近提唱 さ れ て い る
1 61

．
この 様な 診断 ．分類上

の 疑問点 を明 ら か に す る ため に
， 著者は腫瘍 の み な ら

ず，
対照と して剖検 で 得られ た と 卜成人

，
生後成長段

階に あ る マ ウ ス
， さ ら に 鶏胚 の 正 常上 衣及 び脈絡叢 に

つ い て
，
光頗 と電顕 に よ る形態的特徴の 検索 を行 っ た ．

また
，

現 在中枢神経 系腫 瘍の 診断の．w 血 助 と な っ て い る

免疫組織 化 学 染色 の 手 法 を用 い
， gli a l fib rill a r y

a ci di c p r o t ei n くG F A Pl 1 7l
，

ビ メ ン チ ン1 引

，
ケ ラ チ ン 1 91

及 び S －1 0 0 蛋白抑
に つ い ても検索 し

， あ わ せ て腫 瘍 の

診断， 分類に 供す る特徴 を検討 した ．

対象お よ び方法

手術に て摘出 した脳腫瘍 16 例 を対象と した く衷 1
，

2 L ま た対照 と し て
， 脳外科疾患に て死 亡 し死後 3 時

間以 内に 剖検が な され た成人 例
，

及 び生 後 4 日 臥 8

日目，
1 5 日冒，

3 5 日目の マ ウ ス くC 3 H I H e s t o nl 計 9

匹
， 胎生7 日 臥 8 日目

，
9 日目の 鶏胚 4 偶の 脳室及

び脈絡叢を 用し1 た ． 脳腫瘍の 内訳 は
，

上衣腫6 例， 上

衣芽腫 4 例
，

脈絡 草乳頭腰 5 例， 悪 性脈絡叢乳頭腫 1

例で ある
． 年齢は ， 上 衣腰及 び上衣芽腫 で は8 ケ 月か

ら74 歳 に わた り男5 例， 女5 例で ある ． また脈絡草乳

頭腰及 び悪 性脈絡草乳頭腫 で は 1 ケ月 か ら 18 才に わ

た り男 3 例， 女 3 例で ある ． 腰瘍及び対照は そ の 摘出

組織の ほ ぼ 全て を光顕用 に 固定 し，

一 部を電顕 用 に 固

定し て検索し た ． なお 鶏胚 に お い ては電顕的検 索の み

をお こ な っ た ．

工 ． 光顕 的検索

腫瘍は摘 出衡 3 ． 7 ％ ホ ル ム ア ル デ ヒ ドで 約 1 週間浸

潤固定 徽 パ ラ フ ィ ン に 包埋 し
，
6 声 m の 厚さ の 薄切 切

片を作製 し
，

ヘ マ トキ シ リ ン ． エ オ ジ ン染色と
， 免疫

組織化学的染色 をお こ な っ た
． 用い た抗体は抗 中間径

フ ィ ラ メ ン ト蛋 白抗 体の 3 種 類 くG F A P ． ビ メ ン テ

ン ． ケ ラチ ン1 と
， 抗S －1 0 0 蛋白抗体で ある ．

ビメ ン チ

ン に つ い て は モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体 を， 他は 全 て ポ リ ク

ロ
ー

ナ ル 抗 体 を 用 い のA K O 三 S a n t a B a rb a r a
，

C alif o rn i a
，

U S A l
，．

ペ ル オ キシ ダ ー ゼ ー抗 ペ ル オ キ シ

タ
せ

－ ゼ法に よ り染色し た ． 対照群 は と 卜で は剖検時，

第4 脳室壁 と脈絡 若の 一 部を摘出し， 上 記と同様に 標

本作製 した ．
マ ウス で は エ ー テル 吸 入麻酔乱 闘胸 し，

4 ％パ ラ ホ ル ム ア ル デ ヒ ド約50 m l で 約15 分 間か け

て心 尖部よ り濯流固定 した後， 脳 を摘 出し
，
同固定液

T a bl e l － L i gh t mi c r o s c o pi c 丘n d i n g s of e p e n d y m o m a s a n d e p e nd y m o bl a s t o m a s

A g e S e x L o c ． T ． R ． P ． R
． H ． R ． M it ． E ．P ． C al ． G F A P V i m ． K e r ． S － 10 0

C a S e l 3 4 F
一

打 ＋ 十 十 ＋ 十

2 18 F IV 十 十 十 十 ＋

3 6 M 阿 ＋ 十 十 ＋ 十 ＋ ＋ 十

4 1 F IV ＋ ＋ ＋

5 揮 16 M L 十 十 十 十 十 十 十 十

6 ギ 2 7 F L ＋ 十 十 ＋ く十う

7
ホ

2 0 M N 甘 甘 甘 甘 ＋ 十 十

8
ホ

1 F IV 甘 甘 廿 甘 ＋ ＋

9
ホ

8 m M IV 十 十 ＋一 骨 ＋ く＋う ＋

10
林

2 8 M ll工 ＋ 甘 十 甘 十 く十う く十う

C O n tr Ol

h u m a n 阿 十

m O u S e L

C a s e p r e s e n t a ti o n wi th th e s u m m a r y of H E－S t ai n s a n d i m m u n o hi s t o c h e m i c al s ta i n s of e p e n d y m o m a s
，

e p e n d y m o bl a s t o m a sく
ホ

I a n d c o n t r oI s o f n o r m al e p e n d y m a ． F i g u r e s of a g e s t a n d f o r y e a r s
．

eF C e p t C a S e

9 w i th m くm o n t h sI ． F
，
f e m al e i M m al e i 楓 cl e a r c ell v a ri a n t s i L o c

，
L o c a ti o n o f th e o r l g l n al sit e o f

t u m o
r s ■ L

，
1 a t e r al v e n tri cl e

．

こ III
，
thi r d v e n tri cl e ニ 工V

，
f o u r th v e n tri cl e i 十，

a f e w a r e s e e n o r p o siti v e

r e a c tl O n i く＋I ， P a rti ally p o slti v e r e a c ti o n i 廿
，

m a n y a r e S e e n i －T n O n e i s s e e n o r 甲g a ti v e r e a c ti o n ニ
T ． R

■
，
t r u e r O S et te 三 P ． R ■

， p S e u d o r o s e tt e i H ．R ．
，
H o m e r W ri gh t r o s e tt e i M it ．

，
m it o sI S こ E n d ．

，
e n d o th e－

1i al p r olif e r a ti o n ニ C al ．
，

C a l cifi c a ti o n 三 G F A P
， gli al B b rill a r y a cid i c p r o t ei n i V 血

， vi m e n t in ニ K e r ．
，

k e r a ti n こ S －1 0 0
， S － 10 0 p r o t e in ．
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で 約 1 週間浸潤 固定 し
，

上 記 と同様に 標本作製 した ．

鶏胚で は
， 次 に述 べ る電顕 用 ブ ロ ッ ク か ら 1 声 m の 半

薄切切 片を作成 し， トル イ ジン ブ ル ー に て染色 を行 っ

た ．

工工 ． 電顕 的検 索

腫瘍 は摘 出後直ち に 1
－

2 m m
3

の 小 片に 締切 し
，

0 ．1 M カ コ ジ ル 酸加 2 ． 5 ％グル タ
ー ル ア ル デ ヒ ド で

，

2 時間，
4

0

C に て浸潤固定後，
カ コ ジル 酸 に て洗浄し，

0 ． 1 M カ コ ジル 酸加 1 ％四酸化オ ス ミ ウ ム に て 1 時間

後固定 した
． 固定組織は エ タ ノ ー ル 系列で 脱水 し

，
エ

ボ ン
ー

ア ラ ル ダイ トで 包埋 して
， 光顕用 半薄切切片と ，

電顕用超薄切切片を作製 した
． 切片 は鏡検直前 に

， 酢

酸ウ ラ ニ ー ル と鉛 く図20 以 外う
，

ま た は酢酸ウ ラ ニ ー

ル と過 マ ン ガ ン酸カ リ ウ ム く図 2 の の 二 重染色 を施 し

て
，

日 立 E －6 0 0 型 電 子 顕 微 鏡，
ま た は 日 本 電 子

J E M l 肌 B 型に て観察 した
． 対照 群 は ヒ トで は剖検 吼

第 4 脳 室壁 と脈絡叢 の
一

部 を摘 出し， 上 記と 同様 に 標

本作製 した ．
マ ウス で は，

エ
ー テ ル 吸入 麻酔後， 開胸

し
，

0 ． 1 M カ コ ジ ル 酸加 2 ．5 ％グ ル タ
ー ル ア ル デ ヒ ド

約50 m l で
， 約 15 分間か け て心 尖部よ り湾流固定 した

後， 脳 を摘出し， 側脳室壁 を含 む 1 －2 m m
3
の 小 片に

細切 し， 同固定液で 約 2 時間4
0

C に て 浸潤 固定 し，
上

記 と 同様 に 標 本作製 し た ． 鶏胚 は， 脳 原器 を 1
－

2

m m
3
に 締切 し0 ． 1 M カ コ ジ ル 酸加 2 ． 5 ％グ ル タ

ー ル

ア ル デヒ ドに て 2 時間4
0

C に て 浸潤 固定 し
，
上記 と同

様に 標本作製 した
．

成 績

I
． 光顕 的所見

1 ． 対照 の E E 像

上衣 は
，
生後 4 日目の マ ウス で は 2

－

3 層の 細胞層

瀬

を見た が
，

ヒ ト， 及 び 8 日目，
1 5 日目，

35 日目の マ ウ

ス で は
一 層の 上 皮組織で

， 脳 グ リ ア組織 に 裏う ちさ れ

て い た
． 球形 な い し長円形の 核 が基底部 に偏 し て位置

し
， 核 分裂 は見 られ ず， ク ロ マ チ ン はや や 濃く顆粒状

に 分布 して い た ． 脳室面 に 見 られ る線毛 は
，

ヒ ト成人

で は少な く ，
マ ウ ス で は 多数認 め られ た ． 鶏胚 で は胎

生 7 日 臥 8 日目，
9 日目に お い て ， ほ と ん ど変化は

な く
，

上 衣は明 ら か な層構造を も たずに 脳室壁 に 対し

直角方 向に 長 い 細胞 と し て
， 数層に わた る増殖 をみ た ．

所々 に 核分 裂像 を認め た ． 脳室表面 に は， 短い 線毛形

成ある い は細胞突起 を認 め た ．

脈絡 黄は，
ヒ ト，

マ ウ ス及 び鶏胚 の 全 て に お い て
一

層の 上 皮組織 で
，

血管結合織 に 裏う ち さ れ て い た ．
ヒ

ト， 及 び 8 日目 ，
15 日目， 35 日目の マ ウ ス で は明ら か

な乳頭状配列 を示 した ． 血管は
一

層の 内皮細胞 で 形成

さ れ ， 広 く粗な 結合織 を伴 っ て い た ． 脈絡華上皮の 核

は球形 な い し長 円形で
，
細胞の 基底 部に 偏 して位置 し

，

核分裂は 見られ なか っ た
． 線毛 は脳室側表面 に僅 か に

認 め られ た ．

2 ． 上 衣腫の H E 染色像

表 1 に 上 衣腫の 鞘 軌 性， 部位， 光顕 組織像の 特徴

を示 す ．

多く は 全体 に
一

様 な大 き さの 球形 な い し長円形の 核

をも ち
，
そ の ク ロ マ チ ン は比較的薄く顆粒状 に 分布 し，

核分裂像は見 ら れ なか っ た く図 い ． 症例 3 ，
5 で は少

数 く1 個ハ0 視野以 上
，

X 4 0 0I の 核 分裂 像と 血管 内皮

増殖 を認 め
，
悪性化 の 傾向 を示 し た

． 真性 ロ ゼ ッ ト く上

衣ロ ゼ ッ トH 図 1う は全例 に認 め られ た が
．

， その 出現

頻度 は
一 般 に 少 なか っ た ． 血 管周囲偽 ロ ゼ ッ ト く図1 う

は
，
症例 4 を除 く全て の 症 例 に しば しば認 めら れ た ．

H o m e r W ri gh t ロ ゼ ッ トも 症例 1 を除 く 全例 に 認め

T a bl e 2 ． L i gh t m i c r o s c o pi c 血d i n g s of c h o r o id pl e x u s p a pi1l o m a s

A g e S e x L o c ． T ． R ．
P ． R ． H ． R ， M it ． P ．L ． C al ． G F A P V i m ．

K e r ． S －1 0 0

C a S e l 3 F 打 ＋

2 1 m M 汀 十 十

3 1 4 M IV 十 ＋ く十う ＋

4 18 M IV く十う 十

5 15 F N 十 く十う ＋

6
ヰ

1 1 F L 十 骨 ＋ く十う ＋

c o n t r ol

b u m a n IV く＋う く＋う

m O u S e L

c a s e p r e s e n t a ti o n w ith th e s u m m a r y of H E s t ai n s a n d i m m u n o hi s t o c h e m i c al st a i n s o f c h o r oid ple x u s

p a pill o m a s
，

a m a li g n a n t c h o r oid pl e x u s p a pill o m aくり a n d c o n t r oI s o f n o r m al c h o r oid pl e x u s ■ F i g u r e s o f

a g e s t a n d f o r y e a r s e x c e p t c a s e 2 w i th m くm o n thJ ．

A b b r e vi a ti o n s a n d s y m b oI s a r e th e s a m e a s th o s e i n t a b l e l
，

e X C e pt P ． L ．
， pl a s m a l e a k a g e ，
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ら れた ．

症 例5
，

6 は
， 球形な い し長円形 の 核 をも つ 細胞が

核周 囲 明費 を伴 っ て蜂巣状 に増殖 し て お り， 稀突起膠

細胞腰 様の 組織像 を示 した く図2 1 ．
また 症例 5 は ， 血

管結合織 に近 く石 灰 化を認 め る部分 が あ っ た ．

3 ． 上 衣 芽腫 の H E 儀

表 1 に 上衣芽腫の 年齢， 性， 部位
，
光顕 組織像の 特

徴 を示 す ．

上衣芽腫4 症 例 は
， 核胞体比 が 大き く ， 多数 く数個ノ

1 視野
，

X 4 0 0
，

症例 7
，

8ンま た は比 較的多数 く1 個ノ

数視野 ，
X 4 0 0

，
症例 9

， 抽 の 核分裂像 をも ち悪 性の

組織像を示 した が
， 多形性 や異 形性 に 乏 しく ， 血 管内

皮増殖や細胞壊死 は な い か
， あ っ て も僅 か な も の で あ

り ，
い ずれ に も 真性 ロ ゼ ッ トが 認め られ た く図3 う． 症

Fi g ． 1 － H E s t ai n o f t h e e p e n d y m o m a i n c a s e l
，

Sh o w i n g th e p e ri v a s c ul a r a r r a n g e m e n t o f t u m o r

C ell s a n d th e e p e n d y m al
，
t r u e r O S e tt e くT Rl ．

Fil a m e n t o u s p r o c e s s e s くa r r o w h e a d sJ a r e s e e n

a m o n g th e t u m o r c e11 s a n d a r o u n d th e b l o o d

V e S S el くB VJ ． X 2 0 0

F i g ． 2 ． H E s t a in o f a cl e a r c e11 v a ri a n t o f th e

e p e n d y m o m a i n c a s e 5
，

d e m o n st r a t in g th e

h o n e y c o m b a p p e a r a n c e w i th th e p e ri n u cl e a r

h al o ． A r r o w s i n di c a t e c a l cifi e d m a t e ri a l s ．
x 20 0

1 17

例7
， 8 の 2 例 は

， 多数の 真性 ロ ゼ ッ トをも ち
， 血管

周囲の ほ と ん どに 偽 ロ ゼ ッ ト形成が あり
，

更 に
， 多く

の H o m e r W ri gh t ロ ゼ ッ トを持 っ てい た く図3 1
．

症

例 9
，
1 0 の 2 例 は

， 真性 ロ ゼ ッ トと H o m e r W ri gh t ロ

ゼ ッ トを僅 か しか 持た ず く1 個ノ10 視野 以 上 X 4 0 01 ，

症 例 9 で は血管周 囲偽 ロ ゼ ッ トも少な か っ た
．
1 個ノ川

視野 以上
，
X 4 001 ．

4
一 脈格差乳頭腫 及 び悪性脈 絡叢乳頭 腫 の H 五 億

表2 に 脈絡叢乳頭置 く症例 1 ， 2 ， 3
，

4
，

5う 及

び悪性脈絡革乳頭腰 く症例6 う の 年齢， 性， 部位
，

上

衣歴 と比 較 した光顕組織像の 特徴を示 す
．

核 は
一

般に 球形な い し長円形で
， 血管結合織側 に 偏

し
，

ク ロ マ チ ン の 量は少な く顆粒状に 分布 して い た ．

核分裂 は脈絡章乳頭腫 5 例 に は認 めら れな か っ た
． 腫

瘍細胞は血管結合織上 に 一 般 に 1 層な い し数層の 立方

あ る い は柱状上 皮と して 配列す るが く図4 1 ， 症例 3 ，

Fi g ． 3 ． H E s t ai n of th e e p e n d y m o bl a st o m a i n c a s e

7
，

S h o w i n g m a n y t r u e r o s e tt e s くT RJ ， a p e ri v a s
－

C u l a r p s e u d o－r O S ett e くP Rl a n d H o m e r W ri g h t

r o s ett e s くH RI ． X 2 00

Fi g ． 4 ． H E s t ai n of th e c h o r oi d pl e x u s p a pill o m a i n

C a S e l
，
d e m o n s t r ati n g th e p a pill a r y st r u c t u r e o f a

m o n o o r a f e w l a y e r s h e a t s o f t u m o r c ell s a r o u n d

th e v a s c ul a r c o n n e c ti v e ti s s u e くV CJ ． X 2 0 0
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6 で は上皮が 多層と な り
，
滞 漫性 の 細胞増殖 を呈 し

，

そ の 部位で は血 管周囲偽 ロ ゼ ッ ト様 の 構造が 見ら れ た

く図5 l ． 真性 ロ ゼ ッ ト及 び
，

H o m e r W ri gh t ロ ゼ ッ ト

はい ずれ も認め ら れ なか っ た ． 症 例 5 で は管腔側 は径

10
－

1 0 町 m の 石灰化物質が散在 して 認め ら れた ．

症例 6 は比 較的多数 く1 個ノ数視野
，

X 4 0 0うの 核分裂

をも ち
， 核胞体比が 大で

， 異形性や 多形性 に 富み
，

悪

性所見を示 した く図 5l o しか し細胞壊死や周 囲組織 へ

の浸潤は認 め られ な か っ た ．
ま た管腔側 に 血 祭成分と

思 われ る エ オ ジ ン 好性物質の 漏出を 見た ．

5 ． 免疫組織化学

表1 ，
2 に G F A p

，
ビメ ン テ ン

，
ケ ラ チ ン

， S －1 0 0 蛋

白 に 対す る抗体 を用 い た 免疫組織化学染色の 結果 を示

す
．

G F A P に 対 して は上 衣腫及 び上衣芽 腫10 例 中8

Fi g ． 5 ． H E st ai n o f t h e m ali g n a n t c h o r oid pl e x u s

p a pill o m a i n c a s e 6
，
d e m o n st r a ti n g th e diff u s e

a n d s olid c e11 ul a r p r olif e r a ti o n w it h n u cl e a r

a ty pi s m a n d pl e o m o r p h i s m ． P s e u d o
－ r O S e tt e li k e

a r r a n g e m e n t o f t h e t u m o r c ell s i s s e e n a r o u n d th e

b l o o d v e s s el くB Vl ．
X 2 0 0

Fi g ． 6 ． G F A P s t ai n o f t h e e p e n d y m o m a i n c a s e l
，

sh o w i n g th e st r o n gl y p o si ti v e c yt o pl a s m i c

p r o c e s s e sくa r r o w l a r o u n d a b l o o d v e s s el くB VJ a n d

a m o n g th e t u m o r c ell s ．
C o u n t e r s t ai n e d w ith

m eth yl g r e e n ．
X 2 0 0

例 は 全 て の 細 胞 が陽性 で あ り
， 残 り 2 例 の 上 衣芽 腫

く症例 9 ， 1 0うが
一 部陽性 で

，
コ ン トロ

ー ル の 上 衣は陰

性で あ っ た ．
ビ メ ン チ ン に 対 し ては 上衣腰 の 4 例 く症

例 1
，

2
，

3
，

5 う と上衣 芽腫 2 例 く9
，

踊 が 陽性

で あ り
，

コ ン ト ロ
ー ル は ヒ トが陽性で あ っ た ．

ケ ラ チ

ン に 対 し ては 全例 並 び に
，

コ ン トロ
ー ル も 陰性 で あ っ

た ．
S －1 0 0 蛋白 で は陽性 4 例， 陰性 6 例 で あり

，
コ ン ト

ロ
ー ル は陰性で あ っ た ．

染色部位 は， G F A P で は血 管周 囲偽ロ ゼ ッ ト に 漉く

染 ま り く図6 う， 真性 ロ ゼ ッ ト 周囲で は薄い か全く 染ま

ら なか っ た ． ま た漉 い 網状の 突起が 腫瘍細 胞の 胞体間

に 認 め られ た く図6 う．
ビ メ ン テ ン は血管周囲偽 ロ ゼ ッ

トに 濃 く染 ま り ， 真性 ロ ゼ ッ ト周囲で は症例 3 を除き

薄い 染色性 を示 した ．
ロ ゼ ッ ト以 外の 腫 瘍細胞胞体 に

も G F A P
，

ビメ ン テ ン 共に 薄 い 染色性 を示 した
．

脈絡華乳頭腫 で は
，

G F A P に 対 して は
，
症例 4 を除

き 全例陰性 で
，

コ ン トロ
ー ル も 陰性 で あ っ た ． 症例4

は
一

部の 細胞 の 胞体 内に 陽性で あ っ た ．
ビ メ ン チ ン に

Fi g ． 7 － A n el e ct r o n m i c r o g r a p h o f th e n o r m al

e p e n d y m a l c ell s o f a n ei gh t －d a y－0 1d m o u s e t

sh o w i n g th e w ell －d e v el o p e d m i c r o v illi くM Vl a n d

n o r m a l cili a くCl a t th e v e n t ri c u l a r s u rf a c e a n d

b a s al b o d i e s くB Bl u n d e rn e a th ． M i c r o t u b し1l e s a r e

ri c h a t th e l u m i n al p o l e a n d th e in t e r m e di a te

fil a m e n t s a r e l o c a t e d m a i n l y a t th e b a s a l p ol e ．
X

7 8 00
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対 して は症例 2 が陽性で
，
ほ か は 全例陰性，

コ ン ト ロ ー

ル も陰性で あ っ た
． 血 管内皮細胞 は ビ メ ン テ ン に 対 し

全例陽性で あ っ た
．

ケラ チ ン に 対し て は
，
症例 4 を除

き全例陽性で，
コ ン ト ロ ー ル で は ヒ トが 陽性 で あ っ た

．

そ の 染色性 は強陽性 2 例 く症例 1
，

2 フ，

一 部陽性が 3

例 く症例 3
，

5
，

6 うで あ っ た ． S －1 0 0 蛋 白に 対 して は
，

陰性 2 例 く症例 1
，

2 1 ， 陽性 4 例 く症例 3
，

4
，

5
，

6 う で
，

コ ン ト ロ
ー ル では ヒ トが

一

部陽性で あ っ た ．

H ． 電顕 的 所 見

対照 上 衣 の 電顕 像

ヒ ト及 び マ ウス で は脳 室上 衣は丈 の そ ろ っ た
一 層の

細胞が
， 多層の 膠細胞の 上 に 配列 し て い た

． 核 は球形

ない し長円形 で基底側に 偏 し
， 核 ク ロ マ チ ン は辺 緑部

に集積す る傾 向に あ っ た
． 胞体内に は

， 脳 室に近い 所

で は微細 管が目立 ち
， 基底部で は 中間径 フ ィ ラメ ン ト

が目立 っ た く図 り ．
ミ ト コ ン ド リ アや 粗面小胞体， ポ

リ ゾ
ー

ム を なす リ ボ ゾ ー ム が豊富に 認 め られ た ． 隣接

する細胞 間に は接着帯が 発達 し て い た
． 微絨毛が脳室

に面 して発達 し，
い ずれ も棒状で細長 く

，
ヒ トで は所

に よ り認 めら れ なか っ た ． 線毛， 基底小体は と 卜で は

所々 に 認 め ら れ
，

マ ウ ス で は 豊富 に 認 め ら れ た く図

り ． 線毛の 軸 糸は
， 9 ＋ 2 の 基本構造を持 ち， 基底小

体で は 9 十 0 の 構造で あ っ た く図 7う．
マ ウス の 日数 に

よ る差異は明 らか で なか っ た
．

鶏胚 に お い て は
， 7 日目，

8 日 目の上衣細胞 は
，
胞

体 の 電子 密度 は脳 室面で よ り高く
， 胞体内に は ミ ト コ

ン ド リア ， リ ボ ゾ
ー

ム
， 水解小体， 粗面小胞体 が所 に

よ り認め られ
， 微細管と 中間径 フ ィ ラメ ン トは ほ と ん

ど認め ら れ なか っ た ． と き に ピノ サイ ト ー シ ス くのみ

こ みフや， 被覆小胞 を認め た く図8 う． 下層の膠細胞あ

る い は隣接す る腫瘍細胞 と陥入 をつ く っ て入 り組 み
，

広い く1 ト 20 n m I 細胞 間隙 を呈 した り， 電子密度の 高

い 接着帯棟の 接合装置に よ っ て結合 してい た く図8 う．

微絨毛 は未発 達で あり
， 線毛 は稀に 認 めら れ

，
通常1

偶の細胞 に 1 偶 の基底小体が認 められ た く図8 プ， 9 日

日に は， 線毛
， 微絨毛が脳室面 に よく発達 して い る像

をみ た
．

2 ． 上 衣腫， 上 衣芽腫の 電顕億

Fi g ． 8 ． N o r m al e p e n d ym a l c ell s o f a s e v e n
－d a y

－

01d c hi c k e n e m b r y o
，

S h o w i n g s o m e c y t ol a s m i c

p r o t r u si o n s in t o th e v e n t ri cl e ． N o m i c r o villi a n d cili a a r e s e e n b u t a b a s a l b o d y くB BI f o r e a c h c ell ．

S id e w all s a r e i n v a gi n a t e d a n d w e r e s e p a r a t ed b y a a p a c e o f a b o u t 1 5 －2 0 n m
，

a S S O Ci a t e d w ith fi n e

fil a m e n t o u s a c c r e ti o n s くa r r o w h e a dI － V e n t ri c ul a r s u rf a c e i s el e ct r o n d e n s e a n d s o m e pin o c y t o ti c

V e Si cl e s くal
．

r O W J a r e s e e n ． x 1 6 0 0 0
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上 衣腰細胞の 核 は球形 な い し長円形 で
，

ヘ テ ロ ク ロ

マ チ ン が全体 に 額粒状な い し 乳 状に 分 布し
， 核の 辺 緑

に 集積す る傾 向が あ っ た く図 9 1 ． 細線堆束 の 核内封入

体 く図9 枠内うは
， 径 7 n m 未 満の マ イ ク ロ フ ィ ラ メ ン

トに よ り構成さ れる が
，
症例 1 で は頻繁 に 見ら れ ， 他

症例 で は症 例4 に 稀 に 認め られ る 程度 で あ っ た
一

上 衣

腰細胞 の 胞体に は リ ボ ゾ ー ム が多く しば しばポ リ ゾ
ー

ム を形 成 して い た が ， 粗面小胞体，
ゴ ル ジ装置， 水解
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小 体は少な か っ た ． ミ ト コ ン ド リア は球 形 な い し長 円

形 で 数は少 なか っ た ． 微細管 は方向性 を もた ず に 胞体

内に 広く分布し
， 豊富 に 認め られ た

． 径7 －1 0 n m の 中

間径 フ ィ ラ メ ン ト は上 衣腰 細胞の 胞体 に は 少な い が
，

この もの は腫 瘍細胞間に 密 に 平行 し て 走行す る線結束

とし て 混 在し た
．

ま た こ の 線維束 は しば し ば血管周囲

に 多量 に 集束 し く図 川 ， 血管周囲偽 ロ ゼ ッ トで は通

常 この 線維束 を介 して腫瘍細胞が 血管 を と り囲ん で い

た
．

稀で は ある が腫瘍細胞が血 管壁に 接 する も の も あ

り，
か か る場合に は基底膜を介 して い た く図 12う．

真性ロ ゼ ッ ト く図 9 ユ で は
， 管腹 に 向か う胞体表面

に は徴絨毛 が密生 して 管脛 を埋め てお り， と き に 線毛

や基底小体が見 られ た く図1 01 ． 微絨毛 は細長 く
，
糖衣

に 覆れ る こ と は なく
， 先端と 基部の 太 さ が ほぼ 同径 で

あ っ た く図 踊 ． 細胞 間接着装置 は管腔近 く に 発 達 し

てお り， そ の ほと ん どは接着帯 で あ っ た く図 1 0フ． 症 例

3 で はギ ャ ッ プ結合 が特 に発達 して い た く図 13う．

F ig ． 1 0 ． A h i gh e r m a g nifi c a ti o n of Fi g ． 9
，
Sh o wi n g

th e d e t ail o f th e r o s e tt e ． N u m e r o u s m i c r o vi 11i

くM VJ a r e r o d －1ik e s h a p e d a n d a r e l o n g e n o u gh rt o

O C C u P y th e l u m e n of th e r o s e tt e ． C r o s s s e cti o n

O f e a c h cili u m くCI c o n t a in s 9 十 2 p ai r e d a x o n e m e ．

T w o b a s a l b o di e s くB BJ a r e s e e n ． I n t e r rn e d i a t e

j u n c ti o n t a r r o w h e a dI i s th e t y pi c al j u n c ti o n al

d e vi c e b e t w e e n th e r o s ett e f o r m l n g C ell s ．

M i c r o t u b u l e s a r e r a n d o m ly di s t rib u t e d i n th e

C y t O pl a s m a n d i n t e r m e di a t e fil a m e n t s a r e s p a r s e
－

1y s e e n ．
x 80 0 0

上述 の 真性 ロ ゼ ッ トを電顕的に み つ け る こ と は困難

で あ るの に対 し
， 微小 ロ ゼ ッ トは比較的容易に 見 られ

た く図 12
， 用 ． 微小 ロ ゼ ッ トは細胞内に ある腔 か く図

121 ， あ るい は細胞外腔 のお れ こ み く図13ぅの ご とき様

相を呈 し， 通常 その 部 には微絨毛が充満 して認 め られ

た
．

とき に 脛 内に 線毛 を
， 胞体内に 基底小 体 を認め

，

細胞間接 着装置が発達 して い た
． 症例 5

，
6 に お い て

も微小 ロ ゼ ッ トが 豊富 に認 め られ たが
，
症例 5 に お い

て 微小 ロ ゼ ッ トの 管艦内あ る い は胞体内に 同心 円状層

構造が し ば しば 認め られ た く図 抽 ．

上衣芽腰に お い て は電顕的特徴 から 2 種類 に 分類さ

れ た
． す なわ ち第 1 群 く症例 7

， 8コ は
， 真性 ロ ゼ ッ

トや微小 ロ ゼ ッ トが 発達 し
，

上衣脛の 電顕像 と よく似

て い るも の で あ る く図 1引． 第2 群 く症例 9
， 抽 は，

明らか な 微小 ロ ゼ ッ ト形成が 認められ ず
， 稀に そ の 細

胞 間に 接着帯 く図16 aフ， 及 び基底小体 く図 16bコ が存

在 し， こ れ らが 上 衣芽腰と しての 特徴 を示 した ．
これ

ら 4 症例に 共通す るも の は
， 核内 ユ

ー

ク ロ マ チ ン の 含

量 が 多く， 核胞体比 が大き く
， 核分裂像を認め る こ と

で あ っ た ． 胞体内小 器官と しては第 1 群では 上衣腫同

様，
ミ トコ ン ドリ ア

， 粗面小胞体， リボ ゾ
ー

ム
， 水解

小体 な どが み られ
， 中間径 フ ィ ラメ ン トと微細 管は 少

な か っ た
． 第 2 群 で は胞体内小 器 官の 数は全体 に 少 な

く， ま た 中間径 フ ィ ラ メ ン トと 微細管は 極 め て 少 な

か っ た ． 症例 7 で は腰大化 した異常線毛が しば し ば認

め られ たが く図 m
，

こ の線毛内の 軸糸の 数は不 定 で
，

配列や長 さが 乱れ て い た ．

3
一 脈 絡叢乳頭 歴 と悪性脈 絡葺乳頭魔の 電顕 億

苧ほ酎犬配列を示す部分は
，
腰瘍細胞が 1 層な い し数層

の 上皮 と して 極性 を も っ て配列して い た
． す なわ ち ，

腫瘍細胞は 血管結合織に 基底膜 を介して 接し
， 対側 は

管腱 脳 劃 に 面 して お り
， 隣接す る腰瘍細胞 は側面

で 互 い に 接 して い た く図1 鋸． 細胞間接着装置 は基底

側 で は 陥入 が発 達 し
， 管腔側 では先端部に 閉鎖軌 そ

の 内側に は接着帯
，
接着斑

， 半接着斑 ， 点状接着が 発

達 して い た く図 19う． 核は球形 な い し長円形 で
， 辺 緑の

お れ こ みの 程度は様々 で
， 細胞の 基 底側 に 偏 して 位置

して い た
．

ヘ テ ロ ク ロ マ チ ン は辺 録に 多く集ま り
，

全

体 に 粉 状に 分布 し て い た ． 核胞体比 は正 常脈絡章の 細

胞と 同程度 で あ っ た
． 胞体内に は細長い ミ トコ ン ド リ

ア
， 粗面 小胞体， グ リ コ

ー

ゲ ン額粒， リ ボゾ ー

ム
，

ゴ

ル ジ装置が認 め られ た ． 粗面小胞体は数列平行 して 管

脛 近 く に 位 置す る こ と が 多か っ た く図18フ． 中間径

フ ィ ラ メ ン ト は平行な線推束を なさ ず， トノ フ ィ ラ メ

ン トと して 接着 軌 こ集ま る も の が め だつ 程度 で あり
，

微細管は認め られ なか っ た ． 管腔側 の 細胞表面 に は
，

先端が基部よ り 太 い 棍棒状の 微絨毛 が密生 し く図18
，
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19う， 線毛 や 基底小 体は 極め て 少 なか っ た く図1 8ラ． 腫

瘍に特異 な 所見 と して
， 線毛 は細胞間 を走行 し く症 例

6
，

図 2 0う， あ る い は 基底ノJ l 体が 基 底膜近 傍に く症 例

1 ， 図2 1う 存在 する こ とが あ っ た ． そ の 軸 糸対の 基 本

構造は線毛 で は 9 十 2
，

基 底ノJ l 体 で は 9 ＋ 0 で
， 形 態

的な異 常は 認め ら れ な か っ た ．

症例 6 で は
，

多層性 ある い は澗漫性細胞増殖 を示 す

部分に お い て， 細胞の 極性が 失わj L
， 微絨毛 ， 線毛 ，

細胞間接着装置， 基底膜の 形成 が見 ら れ ず ， 微小 ロ ゼ ッ

ト様の 構造 は認 め ら れ なか っ た ． 血 管周囲の 細胞配列

は上衣腫 の 血 管周 囲偽 ロ ゼ ッ ト に 似る が
，

その 部に 中

間径 フ ィ ラ メ ン トの 線椎束 が 見 ら れ る こ と は な か っ

た ． 核は細胞の 中央に 位置し， 核胞体比 が 大き く ， 核

分裂像 をし ば しば認 め た ． 胞体内に は通 常の 細胞内小

器官の ほ か
， ア ニ ュ レ イll－ ラ メ ラ が認 め られ た ． 基 底

膜 を 隔 て た 血 管 結 合 織 に は ， L u s e 体
1 1

Cfib r o u s

l o n g ． s p a c i n g c oll a g e n
，
F L Sl が し ば しば認 め られ た ．

ま た ， 血管 内皮に 窓形 成 を認 め た く図2 21 ．

1 2 3

考 察

上衣腫 は光 席 上 真性 ロ ゼ ッ ト， 血管周 囲偽 ロ ゼ ッ

ト の 形 成が 診断に 重 要と さ れ て い るり
． 観察 した 上 衣

腫 及 び 上衣芽腫 で は
， 真性 ロ ゼ ッ トが全例に 認 めら れ

た
． 真性 ロ ゼ ッ tl は上 衣腫及 び上 衣芽腰 の 最も重要な

診断根拠 で ある とさ れ て い る
21 I

． しか し
，
上衣腰 に お け

る真性 ロ ゼ ッ トの 数は
， 実際に は必 ず しも 多く な く

，

注 意深 く 根気強 い 観察が 必 要 で ある
． 血 管 周囲偽 ロ

ゼ ッ トと H o 11 1 e r W ri g h t 型 ロ ゼ ッ トは 多く の 症例 に

認 め られ
， 組織標本 に 見られ る 出現頻度は全 般に 高 い

が
，

こ れ ら は他の 腰 瘍， すな わ ち髄芽脛
， 神経芽腫 ，

網膜芽腫 に お い て も存在す る も の で あ り
り

， 鑑別診 断

上 の 価値 は高く な い
．

上衣芽脛 と診 断した 4 症例は光顕上 共通 して
， 真性

ロ ゼ ッ トを持 ち， 核分裂像，
大 き い 核胞体 比 血 管 内

皮増殖な どの 悪 性所見を示 す が
，

壊死 は無 い か あ っ て

も僅か で あ り ， 多形 性や異 形性が 見られ ず， 多形 性膠

Fi g ． 13 ． M i c r o r o s e tt e s くM Rl o f th e e p e n d y m o m a i n c a s e 3 ． S m all cl ef t s o r i n f ol di n g s of th e

e x t r a c ell ul a r s p a c e a m c n g th e t u m o r c ell s a n d th e i n t r a c y t o pl a s mi c l u m e n a r e s e e n ． T h e s p a c e i s

u s u a11 y p a c k e d w ith m i c r o vi 11i a n d a r e a c c o m p a n i e d wi th j u n c ti o n al d e v i c e s n e a r b y ． I n te r m e d i a t e

j u n c ti o n s くa r r o w h e a d sJ a n d g a p j u n c ti o n sくGJl a r e f r e q u e n tl y s e e n i n thi s c a s e ． B B
，
b a s al b o d y i X

9 6亡1く1
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Fi g ． 1 4 ． C o n c e n t ri c l a m e11 a r st r u c t u r e s a p p e a r i n

th e m i c r o r o s e tt e s i n c a s e 5 ． X 1 6 0 0 0

芽腫の 基準 を満 たさ な い
．

この 特徴 は上 衣芽歴と し て

の 諸家 の 報告刀 川 2 2I 2 31 に 相応 す る
．

ま た こ れ ら 4 症 例

は
， 真性ロ ゼ ッ トの 数か ら更に 2 例ず つ 2 群 に 分 け得た ．

す な わ ち第 1 群 の 2 例 は 真性 ロ ゼ ッ トが 極 め て 多 く

く数個 ハ 視野 ，
X 4 0 0ン，

血 管周 囲偽 ロ ゼ ッ ト 並 び に
，

H o m e r W ri gh t ロ ゼ ッ トも 多数認 め られ ，
R u b i n st ei n

の 定義 す る上 衣 芽腫 抑
に 相 当す る ． 第 2 群 は 真性 ロ

ゼ ッ トが 少なく く1 個ハ0 視野 以 上
，

X 4 0 0 1 ，
血 管周囲

偽 ロ ゼ ッ ト並 び に H o m e r W ri gh t ロ ゼ ッ トも 全般 的

に 少 な い も の で あ る
．

上 衣腫
，

上衣芽脛 の 診断 に お い て， 真性 ロ ゼ ッ トの

存 在そ の も の を確定診 断の 根拠 と し
， 更 に そ の 数 に

よ っ てサ ブ タイ プ に 分 け る試み は
，
電顕観察 に よ っ て

形 態的裏付 け を得る こ とが で き た ． 上 衣腰 及び 第1 群

の 上 衣芽脛 は， 電顕上 微少 ロ ゼ ッ ト
りと 呼 ばれ る 特徴

的な構造 を も っ て い る
． 真性 ロ ゼ ッ トの 構造が

，
ち ょ

う ど分化 した正 常脳室壁の か な りの 数の 上 衣細胞が脳

室面 を中心 に 集 ま っ て 管腔 を形 成 し， 光輝 的に 腔の 見

え るも の と す れ ば
， 微小 ロ ゼ ッ ト は真性 ロ ゼ ッ トの 構

造 が
，

1 個の 胞体 内ある い は2 －3 偶の 細 胞 レ ベ ル に

相似的 に 縮小さ れ て ， 明 らか な管腔形成の 無 い もの に

相 当す る と見る こ とが でき る
． 微小 ロ ゼ ッ トの 大型 の

も の は H o m e r W ri gh t ロ ゼ ッ t l に 相当 し て い る と 思

わ れ る ． 微小 ロ ゼ ッ トは光顕 で は発見 し難 い の に対 し
，

電顕 で は頻繁 か つ 容易 に 見 ら れ
，

上 衣 腰
り1 21

，
上 衣芽

Fi g ． 1 5 ．
A n e p e n d y m o b l a st o m a of c a s e 7 i n g r o u p l

，
Sh o w i n g th e t y pi c al m i c r o

－

r o s e tt e s くM Rl ． N u cl e o－C ell u l a r r a ti o i s hi gh － X 7 0 0 0
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腫
り1 01 2 2 I 2 3 I

の 診断上 の 価値 が 高 い
． 第 2 群の 上 衣芽 脛

は
， 電頭上明 らか な微小 ロ ゼ ッ ト をもた な い が ， 広 い

細胞間隙 く15 －20 n m プ
2 弟

と ， 接着帯ま たは 接着斑 を僅

か に も ち
，

基底小 体が極 めて稀 に 認め られ た ． 第 2 群

の 上衣芽腫 の 超微像は胎生 7 日目の 鶏胚の 上皮細胞す

なわ ち未分 化な正 常上衣細胞の もの と よく 似てお り ，

未分化型 と して 報告さ れ た上 衣芽腫241 2 51
に 近い 形 態 を

も つ
．

G F A P は星 状膠細胞 より 分離さ れ た
，

グリ ア に 特異

的な蛋 白で あ るが 川
， 上 衣腫及 び上 衣芽腰 で は 部分的

陽性の も の を入 れ る と
，
全例 G F A P 陽性で あ っ た

．
上

衣腰 の G F A P 陽性率 に関 して は 10 例中2 例陽性2 引
と

b

F i g ． 16 ． A n e p e n d y m o bl a st o m a of c a s e 9 i n g r o u p

2 ． a ニ I n t e r m e d i a t e j u n c ti o n s くa r r o w l a r e s e e n ．

X 6 50 00 b こ A b a s a l b o d y i s s e e n ．
x 22 0 0 0

F i g ． 1 7 ． A t r u e r o s ett e o f th e e p e n d y m ob l a st o m a i n c a s e 7
，
Sh o wi n g t h e gi a n t cili aく，如 ．

T h e y c o n t a i n s e v e r a l p ai r e d a x o n e m e
，

W h i c h s o m eti m e s r u n i r r e g ul a rl y a n d c ri s s
－

C r O S S W i th o n e a n o th e r ． T h e y n o l o n g e r sh o w 9 ＋2 c o n f o r m a ti o n ．
x 1 60 0 0
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い う 少な い も の
，

全例陽性27I 2 8 I

，
あ る い は 弱陽性

2 射
と

の
，
報告に よ る善が ある

．
こ の 事実は 酵素抗体法

2 61 で は

感度が低 く
， 螢光抗体法

2 712 即 で は 感度が 高い な どの 検

出方法の 遠 い に よ っ て
，

そ の 最終的判定に 差 を き た し

て い る可能性が あ る ． 正 常上 衣細胞 の 発生段 階で 一 時

期 くst a g e ll G F A P 陽性と な り ， 成熟 する に つ れ て上

衣上 皮細胞 くe pi th eli al c elll も伸長細胞 くt a n y c y t el

も陰性に な る とす る報告が あ る
矧
が

，
対照の 正 常上 衣

細胞 で は 全例陰性で あ っ た ． しか し上 衣腰 細胞の 超徴

Fi g ． 1 8 ． A ch o r oid pl e x u s p a pill o m a i n c a s e l
，

d e m o n s t r a t in g th e m o n ol a y e r e d t u m o r c ell s
，

w h i c h sh o w th e p ol a rit y i ． e ． th e l u m i n a l p ol e a n d

th e b a s al p o l e ． A t th e l u m i n a l p ol e
，

n u m e r O u S

m i c r o v illi くM Vl a n d b a s al b o d i e s くB Bl a r e s e e n
．

C l u b－S h a p e d m i c r o v illi a r e s h o rt a n d w ith n o

s u g a r c o a t ． J u n cti o n al d e v i c e s a r e w e11 d e v el o p
－

e d ． P a r a ll el e d r o u gh e n d o pl a s m i c r eti c uliくR E Rl

a r e s e e n o n thi s sid e ． T h e b a s al p o l e i s a l w a y s

a p p o s ed t o th e b a s al l a m i n a くB リ o n th e p e ri v a sT
c ul a r c o n n e c ti v e ti s s u e ． N u cl ei a r e l o c a t e d a t

th e b a s al p o l e a n d p u n ct a t e a d h e si o n s a r e c o m －

m o n l y s e e n b et w e e n th e l a t e r al w all s ． G li al f o o t

p r o c e s s e s a r e n o t s e e n ．
X 56 0 0

像 は， 極め て高 い 分化 を示 し
， 形態的に は 未分化な段

階 に と どま っ て い る と は考 えに く い
． F ri e d e

4I
は ， 上 衣

贋 の 腫瘍細胞を形態的 に 検索 し，
こ の も の は伸長細胞

に 由来 し， 分化 した も の で ある と 主張 して い る ． 従 っ

F i g ．
1 9

． J u n c ti o n a l c o rn pl e x e s i n th e c h o r o id

pl e x u s p a pill o m a of c a s e 5
，
Sh o w i n g d e s m o s o m e s

くDl a n d a h e mi d e s m o s o m e くH D l o n th e l a t e r al

w all s ． I n t e r m e d i a t e fil a m e n t s a r e a c c u m ul a t ed

t o w a r d th e j u n cti o n al d e v i c e s ．
X 3 5 0 0 0

Fi g ．
2 0 ． C ili a くCl a n d b a s a l b o d i e s くB Bl i n a

m ali g n a n t c h o r oi d pl e x u s p a pill o m a o f c a s e 6

g r o w n a b n o r m all y a t th e l a t e r a l w all s I

A x o n e m e a r e n o r m ally a r r a n g ed o n th e c r o s s

pl a n e ．
X 3 3 0 0 0
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て
，

上衣腫の 腫 瘍細胞 は 形態的 に は 分化し て い る が
，

免疫学的 に は G F A P の 発 現 に 関 し て 未分 化な 状態 に

ある と 考え ら れ る
．

ビ メ ン ナ ン 1 射
は 問葉 系細胞に み ら れ

， 髄膜腰
3 11

の ほ

か 膠細胞
32
や 上衣腰

2 8，で も陽性 とす る報告が なさ れ て

しユる
．

上衣芽腫 に 関 して は第 2 群 は ビ メ ン チ ン陽性な

の に対 し， 第 1 群 は陰性で あ り有意の 差が 認め られ た ．

ビ メ ン テ ン は G F A P と近 縁性が あり
，
星 状膠細胞の 分

化過程 で 陽性の 時期が あ り
，
その 後に G F A P が出現 す

る と され
3こi，

， 星 状膠 細胞に 関 して は免疫学的に よ り 未

分化な状態の 細胞 に 出現 する とし 1 え る
． 従 っ て

， 上 衣

芽腫 は免疫学的 に は ビ メ ン チ ン の 発 現 に 関し て
， 第 2

群の 方 が 第 1 群 よ り 未分 化な 状態 に あ る と 考 え ら れ

る ．

ケ ラ チ ン
19I は

ト
上皮性細胞に み られ る 中間径 フ ィ ラ

メ ン トで
，

上衣脛及 び上 衣芽腰 全 例に お し1 て陰性で あ

り脈絡叢乳頭腫 と の 鑑別診断に 有用 と 考え られ る ．

S ． 1rlO 蛋 白
2 01 に つ い て は， 今回 の 検 索 で 陽 性の も の

も陰性の もの も あ り－
一

定 した 染色傾 向が無く
， 諸家の

報告も ま っ た く染 ま らな い と い う も の
341

，
1 3 例 中8 例

に陽性 と い う も の 351
な どが あ り一

一

定 して い な い
．
S － 1 00

蛋白は現 在脳 内の 特異蛋白 と はみ な され な く な っ て き

て お り
3 6I 叩

， 上 衣腫 の 診断に お い て も 意義 に 乏 し い
．

G F A P
，

ビ メ ン チ ン及 びケ ラ チ ン は 中間径 フ ィ ラ メ

Fi g ． 2 1 ． B a s a l b o d i e s i n c h o r o id pl e x u s p a pi1l o m a

Of c a s e l g r o w n a b n o r m a ll y a t th e b a s a l p ol e ，

T w o o f th e f o u r b a s al b o d i e s a r e a c c o m p a n i e d

wi th r o o tl e t s 胆L J ． B L
，
b a s al l a mi n a ニ X 33 0 0 0

ン トの 構成蛋 白で あ り， 電顕的に 7 血10 n m の 径 をも

つ 胞体内練絹 と し て認め られ る が
，

こ れ ら を形態 の み

か ら 区別す る こ と は難し い
．
ま た G F A P と ビ メ ン チ ン

の 染色分 布は光顕 的に も極め て よ く似 て お り， それ ぞ

れ の フ ィ ラ メ ン トの 細胞内に お ける局在 を判定す る手

掛か り に はな ら な い
． 中間径 フ ィ ラ メ ン トは上 衣腰細

胞 内で は密度が 低く 散在す る た め 一 般 に 目立た ず
， 殊

に 真性 ロ ゼ ッ トや 微少ロ ゼ ッ トの 管脛 に近 い胞 体内に

は 少ない
．

一 方
，

血 管周囲で は腫瘍細胞体 の 間に 多く

の 細胞 突起が 見 ら れ る ． そ し て こ の 突起内 の 中間径

フ ィ ラ メ ン トは高い 密度で 平行 して走行し
，

上 衣腰細

胞内の 中間径 フ ィ ラ メ ン トの 密度や配列と異な っ て い

る
381

．
こ の 突起 は む しろ星 状膠 細胞 瑚 の 突起 に 極 め て

よ く似て い る
． その 電頗 所見は

，
光顕的に G F A P 染色

で 特に 濃く染 まる 突起が網状 に 腫瘍細胞間を埋 め て い

るの に 一 致 して い る
．

また
，

この 星 状膠細胞様突起内

に ロ ー ゼ ン タ ー ル 線推の 形成が み られ る こと は
， 反 応

性 グリ ア の 所見
1 2I に相応す る

． 中間径 フ ィ ラ メ ン トの

増加 した細胞突起 は反 応性 グリ ア
1 7 刷 4 1

や ， 星 状膠 細

胞腰
4 2 ト 細 に 見 られ る が ， 上衣腰及 び上 衣芽脛 で は

， 明

Fi g ．
2 2 ． A ch o r oi d pl e x u s p a pill o m a o f c a s e 6

，

Sh o wi n g th e v a s c ul a r e n d o th eli a l f e n e st r a ti o n s

くa r r o w h e a d sl ． X 4 7 00 0
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らか に 腫瘍細胞 と判 る細胞 の 間隙 を埋 め る 様 に 存在

し， 核 を含む細胞体の
一 部と して増殖す る構造 は見ら

れ なか っ た
．

す なわ ち こ の 組織像 は星 状膠細胞歴 と し

て の所見を欠く ． 従 っ て， 光顕上 G F A P 強陽性の 細胞

間胞体突起， あ るい は電顕上 中間径 フ ィ ラメ ン トの密

な線推束 は
，
腫瘍内に 残存 した反応性の星 状膠細胞の

突起で ある 可能性が あ る
．

光療上 核周囲明費 を伴 い 蜂巣状構造 を呈 す る 2 症例

は稀突起膠細胞魔の様に 見 え
， 免疫 染色 の 結果は稀突

起膠細胞腰 細 勅 彗 上 衣腫叩 2 8
切 い ずれ の 基準 に も 入．

る ． しか しその 蜂巣状構造の 中に 稀 に 真性 ロ ゼ ッ トが

存在 し
，

電顛 で微小ロ ゼ ッ トが よ く見 られ る こ とか ら
，

上 衣腫と診断さ れ る
．

閉鎖帯 は稀突起膠細胞 珊 瑚 や 稀突起膠細胞腫 瑚 に は

認め られ るが ， 細胞間結合を形態的 に み る手段と して

最も確実 な凍結割断法 に よ る報告
5 0

判 ま
，

ラ ッ トの 最

後野の 脳室上 衣にお い て は存 在 しな い とさ れ て い る 一

本 2 症例 に お い て は明らか な閉鎖帯 は認 め られ て い な

い
． しか しなが ら1 例の腫瘍細胞の 胞体 内に

， 他の 上

衣腫 に は見ら れ ない 同心 円状層構造が しば し ば認め ら

れた ．
この構造物は 中枢性 ミ エ リ ン 紺 や ア ニ ュ レ イ ト

ラメ ラ
5 2－と明 らか に異な り ， 稀突起膠細胞 細

や 稀突起

膠細胞腫や
輔 弼

の電頭像 に お い て報 告さ れ て い る ■ ま

た 同じ症例 に おい て石灰化物質が 見 られ たが
，

こ の も

のは上衣腫に おい て比 較的稀 な も の と して報告 され て

お り
5 6I

，
稀突起膠細胞腫 に は しば しば認 め られ る

1I
．

本 2 症例 は
， 光顕上稀突起膠細胞腫 を想わせ る蜂巣

状構造 を示す が， 電顕上 は こ の核周囲明牽 を説 明す る

構造 は見ら れず上衣腫の特徴 を もつ こ と か ら上 衣腫の

クリア
ー セ ル ． バ リアン ト

1 の に 該当す ると 考え られ る
．

良性，
悪性を含め た脈絡 章乳頭腫の 診断上

，
鑑別が

問題 とな るの は
， 乳頭状上 衣腫5 7 圃 と上衣芽腫 瑚

， あ る

い は癌の脈絡叢転移
5 7 榊 I で ある

．

観察 した脈絡叢乳頭腫は
，

全て 血管 結合織の 上 に 配

列 し， 上衣腫 との鑑別点 に な っ た
． 多層性あ るい は滞

漫性 の増殖 を き た す部 分 は血管結合 織 に 裏打 ち さ れ

ず， 良性 の脈絡草乳頭腫で は 著 しく少 ない が
，

悪 性脈

絡叢乳頭腫で は 広く認め られ た
．

そ の部分で の 上衣芽

腫と の鑑別点 は， 血管周囲偽 ロ ゼ ッ トが見 られ る こ と

ほ あっ て も， 決 して真性 ロ ゼ ッ トは見 られ ず
，

電顕的

に は微小 ロ ゼ ッ トが認 め られ な い こ と で ある ． ま た血

管周囲偽 ロ ゼ ッ ト に お い て も
，

星状膠細胞棟突起 が腫

瘍細胞 間に 認 め られ な い こ と は 上 衣芽腫 と対 照 を な

し， 鑑別が可能 で ある ．

悪性腫瘍の脈絡華転移は
，
転移巣 と正常脈絡叢の 境

界が明瞭で移行像を も たず， ま た 原発巣の 特徴 を もて

ばより明確と な る
抑

．

脈絡草癌 は L e w i s
川 に よ れ ば壊死組織や 肉眼 的な周

囲組織 へ の 浸潤 を基準と す る
．
悪性脈絡華乳頭腫 で は

核 分裂像 を認 め
， 核胞体比 が大き く ， 多形性が認 め ら

れ る が
，

上 述の 脈絡華癌の 基準 に は 入 ら ない も の と思

わ れ る ． 実際壊死組織や 肉眼 的な周囲組織 へ の 浸潤を

も つ も の と も た ない も の で はそ の 予 後も 異な る こ とが

報告さ れ て い る
61，62，

． 脈絡華癌 ある い は 悪 性脈絡寮乳

頭腫 の 超微 像は 報告が 少な く
9 酬 5 9－6 1 1 6 3 卜 6引

，
基 本的に

良性 の 脈絡叢乳頭腫 と共通す る構造が 見 られ るとさ れ

るが
，

そ の 報告 に見 られ る細胞 は様々 で あ る
． 観察し

た 悪 性脈絡寮乳頭腰 は正 常脈絡草細胞と超微像が近似

して い る も の で ， M c C o m b 5 7，
， 持松

6 り
，

M o s s
6 5，らの 報

告 した もの に近 い
．

免疫組織化学 的検索で は ，
G F A P と ビ メ ン チ ン に 対

して 多く の 症例 が陰性 で あ っ た の に対 し，
ケ ラ チ ン に

対 して は ヒ トの 対照と腫瘍 6 例 中5 例が 陽性 と い う結

果を得た
．

こ の こと か ら ，
正 常脈絡華及 び脈絡襲乳頭

腫の 胞体内 に 少ない なが ら存在す る 中間径 フ ィ ラ メ ン

ト に は ケ ラ チ ン 蛋 白 が 含 ま れ て い る と 考 え ら れ

る 柑 6 7つ
．

一 方 G F A P 陽性 馴包の 混在 は局所的 な上衣細

胞 へ の 分化 とす る見方が あ り
6 8－

，
ビメ ン チ ン 陽性の 正

常脈絡草及び脈絡華乳頭膿 も報告さ れ て い る
2 別

． S － 100

蛋白に 対 して は 6 例 中4 例 が陽性 で
，
対照 は一一 部陽性

で あ っ たが ， 諸 家の 報告は概ね 陽性で あ り
3 7 脚

，
い ずれ

も胞体 の み な らず核 も し ばしば染まる 点も共通 してい

た
．

脈絡叢乳頭腰 の 線毛は
，

上 衣腰に 比 し乳児 を含む小

児例， 成人例と も に 少な く ，
これ をも た な い 細胞が圧

倒的に 多い
． 正 常脈絡叢 に お け る線毛 は

， 胎児期に お

い て 多 ぐ
－

， 生後減少す る
弼

と い う ．
また

，
線毛 の 中の

軸糸対は規則正 しく 配列 し，
上衣芽腫 に 見ら れ た様な

異形の 線毛7 D 卜 7 2
恨 認 め られ な か っ た ． 良性の 脈絡叢乳

頭腰 で は細胞配列 に お ける細胞の 極性が よ く保たれ て

い る
．

し か しな が ら脈絡叢乳頭腫 に は ， 線毛が 隣接す

る細胞 間を走行 した り
，

基底小体が 基底膜近傍 に存在

す るな どの 異常が 見ら れ
，
著者が渉猟 し得た 限りで は

今回 観察さ れ た もの 以 外に は報告 をみ な い
．

結 論

手術 に よ っ て得ら れ た上 衣脛
，

上 衣芽脛， 脈絡叢乳

頭腰， 悪性脈絡叢乳頭凰 及 び対照 と して 正常 ヒ ト成

人 ，
マ ウ ス

，
鶏胚 の 脳室 壁， 脈絡叢 に つ い て， 光顕的，

電顕的 な らび に 免疫組織 化学的 に 検索 し，
それ ぞれ の

腫瘍 の 組織学的特徴 と
，

そ の 診断， 分類 に つ い て検討

し次の 結論 を得た ．

1 ． 上 衣腫， 及 び 上 衣芽脛 は 全 て 光顕 的 に 真性 ロ

ゼ ッ ト をも ち
，

上 衣芽腫 の
一 部を 除い て

，
電顕的 に微
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小 口 ゼ ッ ト をも つ
．
こ の こ と ば確定診断の 根拠 と なる

．

上衣膵及 び 上 衣芽腫は 全て G F A P 陽惟 で ケ ラ チ ン 陰

性で あ り ，
こ の こ とは 鑑 別診断に 役立 つ

．

2 ． 上 衣芽腫 は光蹟的 に 真性 ロ ゼ ッ トの 数か ら更に

2 群に 分 け られ， それ ぞ れ電顕 的か つ 免疫組 織化学的

に異な る特徴 をも つ
．

す な わ ち
， 真性 ロ ゼ ッ トの 多数

存在す る群 は電顕 的 に 微小 ロ ゼ ッ トを 多数も ち ビメ ン

チ ン陰性 で あり， 真性 ロ ゼ ッ トの 少な い 群は 電顕的に

明 らか な微小 ロ ゼ ッ ト をも た ず ビ メ．ン チ ン に 陽性 で あ

る ．

3 ． 上衣腫 6 例 中2 例 は， 光顕的に 核周囲明費 を伴

う 蜂巣状構造 を示 し ， 免疫組織化学的 に G F A P 陽性

で
，

か つ 電 顕的に 上衣腫の 特徴をもつ クリア ー セ ル ． バ

リア ン トと診断さ れ た ． こ の 超徴像に は
， 微小ロ ゼ ッ

トの ほ か 同心 円状 層構造が し ば しば認 め られ る ．

4 ． 上衣腰及 び 上衣芽腰 で
， 電頼的に 中間径 フ ィ ラ

メ ン トの 線維束は ， 腫瘍細胞間や 血管周囲 に 多く存在

し
，
光顕 的に G F A P 強陽性の 胞体突起 の 分布と

一 致す

る ．

5 ． 良性及 び悪性 の 脈絡策乳頭腰は
， 真性 ロ ゼ ッ ト

や H o m e r W ri gh t ロ ゼ 1
1

J 卜 を持たず
，

ケ ラ チ ン と S －

1 00 蛋白びつ陽性率が高 く， 多くが G F A P や ビメ ン テ

ン に 陰性 で ある ．

6 ． 光顕組織学的に 悪性 の 脈絡黄乳頭脛で も
，
頓 死

組織や周囲組織 へ の 浸潤が認め ら れ ない も の は
， 電頗

的に は良性 の 脈絡華乳頭腫 と共 通 し た構造を も ち
，

生

命予後も 良く
， 脈絡牽癌と は区別され る べ き で あ る ．

7 ． 上 衣芽腰 1 例に 脛大化 した異常線毛が
， ま た良

性及 び悪性 の 脈絡帯乳頭腫 2 例に 腫瘍細胞間や基底膜

近傍に 位置す る線毛 ま た は基 底小体が 認 めら れ た ．
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，
佐 々 木 淳

，
坪 川 孝 志 ニ

E p e n d y m o m a c ell に み られ たfil a m e n t に つ い て
．

N e u r o p a th ol ．
，
4 ， 7 9 － 8 4 く19 8 31 ．

3 9I F a w c e tt
，
D ． W ． ニ T h e C ell

，
2 n d e d ．
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－85 5

，

W ． B ．S a u n d e r s C o ．
，
P h il a d el ph i a

，
1 9 8 1 ．

4 0I C o n l e y ，
F ． K ． ニ T h e i m m u n o c y t o ch e m i c al

l o c a li z a ti o n o f G F A p r o t ei n i n e x p e ri m e n t al m u ri n e
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C N S ttl m O r S ． A c t a N e u r o p a th ol f B e r い，
4 5

，
9 － 16

け9 7 肛

41J D a h l
，

D ． 8 E B i g n a m i
，

A ． 二 G li a l fi b rill a r
－

y

a cid i c p r o t ei n f r o m n o r m al a n d gli o s e d h u m a n

b r ai n こ D e m o n st r a ti o n of m ul ti pl e r el a t e d p o l y
－

p e ptid e s ． B i o ch e m ． B i o ph y s ． A c t a
，

． 3 8 6 ，
4 ト5 1 く1 9 7 51 ．

4 2I D u ff ell
，
D ．

，
F a r b e r

，
L ．

，
C h o u

，
S ．

，
H a r t m a n n

，

J ． F ．
及 N el s o n

，
E ． こ E l e c tr o n mi c r o s c o pi c o b s e r v a

－

ti o n s o n a s t r o c y t o m a s ． A m ． J ． P a th ol ．
，
4 3

，
5 3 9 ．5 5 4

け9 6 3ラ．

4 3I E n g ，
L ． F ． 及 R u b i n s t ei n

，
L ． J ． 二 C o n t rib u ti o

of i m m u n o hi s t o c h e m i st r y t o di a g n o s ti c p r o b l e m s of

h u m a n c e r e b r al tLl m O r S
． J ． H i s t o c h e m ． C yt o c h e m ．

，

2 6
，
5 13 －5 2 2 く19 7 8ナ．

4 4I R a i m o n d i ， A ． J ． ， M ull a m
，
S ． 良 E v a n s

，
J ． P ． こ

H u m a n b r a i n t u m o r ニ A n el e c t r o n mi c r o s c o p I C

St u d y ． J ． N e u r o s u r g ．
．
1 9

，
7 3 1－75 1 く19 6 21 ．

4 5I 久保田紀彦， 山 嶋哲盛， 河 野 寛 一

，
林 実，

山

本信 二 郎 ニ Oli g o d e ll d r 亡唱1i o m a は 存 在 す る か 7 病

理 と臨床， 3 ， 1 3 7 7－1ニi8 4 り9 8 51 ．

4 6I H e r p e r s
，

M
． J ． H ． M ． 及 B u d k a

，
H ． ニ G li al

fib ri11 a r y a cid i c p r o t ei n くG F A P l i n o li g o d e n d r o gli a l

t u m o r s こ G li o fi b rill a r y oli g o d e n d r o gli o m a a n d

tr a n siti o n al olig o a s tr o c yt o m a a s s u b t y p e s o f

Olig o d e n d r o gli o m a ． A c t a N e u r o p a th o l ． くB e rり．
6 4

，

2 65 －2 7 2 く19 8 41 ，

4 7I R o s e n bl u t h
，
J ． 二 G li al m e m b r a n e s p e ci ali z a

．

ti o n i n f r e e z e f r a c t u r e r e pli c a of f r o g b r a in ． J ． C e11

B i ol ．
，
7 5

，
2 4 0 a く19 7 7J ．

4 8I D e r m i e t z el
，
R ．

，
S c h u n k e ， D ． 8 t L ei b s t ei n

，
A ． こ

T h e oli g o d e n d r o c y ti c j u n c ti o n al c o m pl e x ． C ell

T i s s u e R e s
． ，
1 9 3 ， 61 － 7 2 く19 7 8J ．

4 9I T a n i
，
E ．

，
I t a g a k i

，
T ． 及 N a k a n o

，
M ． 二 T ig h t

j u n c ti o n s i n oli g o d e n d r o c y t e s ． C ell T i s s ． R e s ．
，
1 84

，

13 9－14 2 く19 7 7J ．

50J G o t o w
，

T ． 此 H a s h i m o t o
，

P ． H
． こ Fi n e

St ru C t u r e O f t h e e p e n d y m a a n d in t e r c ell u l a r

j u n c ti o n s i n th e a r e a p o s t r e m a of th e r a t ． C ell

T i s s u e R e s ，
，
2 0l

，
2O 7 ， 2 2 5 く19 7 9J ．

511 H i r a n o
，

A ． 8 5 D e m b it z e r
，

H ． M ． こ A s t r u c
－

t u r a l a n a l y s I S Of th e m y eli n s h e a th i n th e c e n t r a l

n e rv O u S S y S t e m ． J ． C e11 B i ol ． ，
3 4

， 5 5 5－5 67 u 9 6 7J ．

5 2I L a n si n g ，
A ． I ．

，
H ill e r

，
J ． 鹿 R o s e n t h a l ． T ． B ． こ

El e c t r o n mi c r o s c o p y o f s o m e m a ri n e e g g i n cl u si o n s ．

B i ol
．
B u 11 ． ， 1 03 ， 2 9 5 くA b s t r ．J く1 9 5 2l ．

5 3I 鈴木 衣 子 こ 中枢 の 髄鞘形成細 胞，
01i g o d e n d r o

－

gli a に つ い て ． 神経進歩
，
27

，
4 8－65 く1 9 83ン．

ユ31

5 4I R o b e r t s o n
，
D ． M ． 及 V o g el

，
F ． S ． ニ C o n c e n t ri c

l a mi n a ti o n o f gli al p r o c e s s e s i n oli g od e n d r o
．

gli o m a s ． J ． C ell B i ol ．
，
1 5

，
3 13 － 3 33 く19 6 2J ．

5 5I C e r v o s － N a v a r r o
，
J ． 及 P e hli v a n

，
N ． ニ U lt r a

－

S tr u C t u r e Of ori g o d e n d r o gli o m a s ． A c t a N e u r o
－

P a th ol ．くB e rl ．J ， S u p pl ．
，
7

，
9l － 93 く19 8 11 ．

5 6I M ill e r
，

C ． A ． 及 T o r a k
，

R ． M ． こ S e c r e t o r y

e p e n d y m o m a o f th e fil m t e r m i n a l e ． A c t a n e u r o ．

p a th ol ． くB e rl ．ナ，
1 5

，
24 0 －2 50 く1 9 7 01 ．

57I M c C o m b
，

R ． D ． 及 B u r g e r
，
P ． C ． ニ C h o r oi d

Pl e x u s c a r ci n o m a ． R e p o r t o f a c a s e wi th i m m u n o
．

hi s t o c h e m i c al a n d u ltr a st r u c t u r al o b s e r v a ti o n s ．

C a n c e r ， 5 1
，
47 0 －4 75 り98 3I ．

5 8I D o h r m a n n
， G ． J ． 及 B u c y ，

P ． C ． こ H u m a n

C h o r oi d pl e x u s こ a lig h t a n d el e c t r o n m i c r o s c o pi c

St u d y ． J ． N e u r o s u r g ．
，
3 3

，
5 06 － 5 16 く1 9 7 01 ．

5 9I A n g uil a r
，

D ．
，

M a r ti n
， J ．

M
．
，

A n ei r o s
，
J ．

，

A rj o n a
，
V ．

，
L a r a

，
J ． L ． 鹿 N o g al e s

，
F ． こ T h e fi n e

St ru C t u r e O f c h o r o id pl e x u s c a r ci n o m a ． H i st o
－

p a th o l ．
，
7

，
9 3 9 －9 4 6 く19 8 3ラ．

6 0I D o h r r n La n n
，
G ． J ． 鹿 C o lli a s

，
J ． C ． こ C h o r o id

pl e x u s c a r ci n o m a ． J ． N e u r o s u r g ．
，
4 3

，
2 2 5 ．2 32 く19 7 51 ．

6 り 持松 春 彦
，
桑 名 信 匡

， 藤 野 英 世， 柳 下 三 郎 こ

Ch o r oid pl e x u s p a pill o m a の 1 例．電子療微鏡所見

の 検討－． 小 児の 脳神経，
11

，
1 8 7 －1 9 2 く19 8 引．

6 2I A u s m a n
，

J ． I ．
，

S c h r o n t z
，

G ．
，

C h a s o n
，

J ．
，

K n i g h t o n
，
R ． S ．

，
P a k

，
H

．
及 P a t el

， S ． こ A g g r e s si v e

C h o r o id pl e x u s p a pill o m a ． S u r g ． N e u r ol ．
，
2 2

，
4 7 2 －4 7 6

n 9 84ナ．

6 3ナ L a n a － P ei x o t o
，
M ． A ．

，
L a g o s

，
J ． 及 S ilb e r t

，
S ．

W ． 二 P ri m a r y p l g m e n t e d c a r ci n o m a o f th e c h o r oid

Pl e x u s ．
A li g h t a n d el e c t r o n m i c r o s c o pi c st u d y ． J ．

N e u r o s u r g ． 4 7
，
44 2－45 0 く19 7 7l ．

6 41 B o e s el
，
C ． P ． 皮 S 11 h a n

，
J ． P ． こ A pi g m e n t e d

Ch o r oid pl e x u s c a r ci n o m a こ H is t o c h e m i c al a n d

ult r a s tr u c t u r a l st u di e s ． J ． N e u r o p a th ． 8 E E x p ．

N e u T O l
リ
3 8

，
1 77 ，1 86 く1 97 91 ．

6 5I M o s s
，
T ． H ． こ E l e c t r o n m i c r o s c o pi c o b s e r v a －

ti o n o n m ali g n a n t c h o r oid pl e x u s p a pill o m a ．

N e u r o p a t h o l ． A p pl ． N e u r o bi ol ． 9
，
2 25 ，2 3 5 く19 8 31 ．

6 6I C o a k h a m
，
H ． B ．

，
G a r s o n

，
J ． A ．

，
A ll a n

，
P ． M ．

，

Il a r p e r
，
E ． I ．

，
B r o w n ell

，
B ．

，
E e m s h e a d

，
J ． T ． 鹿

L a n e
，

E ． B ． こ I m m u n o hi s t o c h e mi c a l di a g n o si s of

C e n t r al n e rv O u S S y St e m t u m O r S u Sl n g a m O n O Cl o n a l

a n tib o d y p a n el ． C li n ． P a th ol ．
，
3 8

，
1 6 5 ，17 3 く19 8 5ン．

6 7I C o f fi n ， C ． M ．
，
B r a u n

，
J ．

T
．
，
W i c k

，
M ． R ． 鹿

D eh n e r
，

L ． P ． こ C h o r oi d pl e x u s n e o pl a si a こ A n
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，
5 2

，
1 5 A く19 8 51 ．

6 81 R u b i n st ei n
，
L ． J ． 鹿 B r u c h e r

，
J ． M ． ニ F o c al

e p e n d ym al diff e r e n ti a ti o n i n c h o r o id pl e x u s

p a pill o m a s － A n i m m u n o p e r o x i d a s e st u d y ． A c t a

N e u r o p a th o l ． くB e r り，
53

，
2 9 －3 3 く19 8 11 ．

嘲 石 田 陽 一

二 神経特異蛋白と脳腫瘍． 北関東医乳

34
，
3 9 ト40 6 く19 8 4I ．

7 01 K u b o t a
，

T ． ，
I sh i s e

，
J ．

，
Y a m a s h i m a

，
T ． 鹿

Y a m a m o t
，
S ． こ A b n o r rn al cili a i n a m ali g n a n t

e p e n d ym O m a ． A ct a N e u r o p a th ol ． くB e rl ．l ，
7 1

，
1 0 0 －

瀬

10 5 く19 8 6う．

7 1J O d o r
，
D ． l ．． ，

G a d d u m
－ R o s s e

，
P ．

，
R u m e r y ，

R －

E ． 鹿． B l a n d a u
，

R ． J ■ ニ C y cli c v a ri a ti o n s i n th e

o v id u c t al cili a t ed c e11 s d u ri n g th e m e n st r u al c y cl e

a n d a ft e r e st r o g e n t r e a t m e n t i n th e pi g
－t ail e d

m o n k e y ，
M a c a c a n e m e s t ri n a ． A n a t ． R e c ．

，
1 9 8 ，

3 5 － 5 7

く19 8 01 ．

7 21 M c D o w ell ，
E ． M ．

，
B a r r e tt

，
L ．

A ．
，
H a r ri s

，
C ．

C ． 及 T r u m p ，
B ． F ． こ A b n o r m a l cili a i n h u m a n

b r o n c h i a l e pith e li u m ． A r c h ． P a th ol ． L a b －
M e d ．

，
1 0 0

，

4 2 9 －4 3 6 く19 7 即．

E p e n d y m o m a a n d C h o r oid P le x u s P a p ill o m a
－ A L i gh t ， E l e c t r o n mi c r o s c o pi c a n d

I m m un O h is t o ch e m i c al S t u d y
－

J u n I s h i s e D e p a r t m e n t o f N e u r o s u r g e ry ，
S c h o o l of

M e di ci n e
，
K a n a z a w a U n i v e r si ty ，

K a n a z a w a 9 2 0 － J ． J u z e n M e d ． S o c －
，
9 7

，
1 1 4 －1 3 3 t 1 9 8 8 I

K e y w o rd s こ e P e n d y m o m a
，

e P e n d y m o bl a st o m a
，

Cl e a r c e ll v a ri a n t o f e p e n d y m o m a
，
C h o r o i d

p l e x u s p a p ill o m a
，

m alig n a n t c h o r o i d p l e x u s p a p ill o m a

E pe n d ym O m a S
，
e p e n d y m o b l a s t o m a s

，
C h o r o i d p l e x u s p a p ill o m a s a n d m ali g n a n t c h o r o i d p l e x u s

p a p
ill o m a s a r e w ell － k n o w n t u m o rs a r O u n d th e v e n t ri c u l a r sy st e m ． H o w e v e r

，
n O C O n Cl u si v e

h i st ol o g l C a l c rit e ri a h a v e b e e n e s t a b li s h e d fb r th e d i a g n o si s o f th e s e t u m o r s s o f a r ． T h e p r e s e n t

st u d y w a s t h e r e fb r e c a r ri e d o u t t o l e a r n th e s tr u c t u r a l c h a r a c t e r i s ti c s o f t h e s e t u m o r s a s th e b a s i s

fb r d i a g n o si s a n d cl a s si n c a ti o n o f t h e t u m o r s
，

u Si n g l m m u n O h i s t o c h e m i c al m e th o d a s w ell a s lig h t

a n d el e c t r o n m i c r o sc o p y ． S i x t e e n s u r g l C all y
r e m o v e d b r a i n t u m o r s

，
C O n Si s tl n g O f si x e p e n c y m o

－

m a s
，
f b u r e p e n d y m o b l a st o m a s

，
n V e C h o r o i d p l e x u s p a p ill o m a s a n d o n e m ali g n a n t c h o r o i d p l e 又 u S

p a p i
ll o m a

，
W e r e e X a m i n e d ． N o r m a l e p e n d y m a a n d c h o r o id pl e x u s o f a n a d ul t h u m a n

， p O S t －

n a t a l

m i c e a n d c h i c k e n e m b r y o s w e r e al s o e x a m i n e d a s c o n t r o I s ．
A ll e p e n d y m o m a s a n d e p e n d y m o

－

b l a st o m a s s h o w e d t r u e r o s e tt e s
，

W h i c h w e r e th e m o s t i m p o rt a n t s tr u c t u r e i n ligh t m i c r o s c o p y f b r

丘 n al di a g n o sis ． A ll e p e n d y m o m a s a n d e p e n d y m o b l a s t o m a s w e r e p o siti v e f b r g li al n b rill a ry a ci d i c

p r ot ei n くG F A Pl b u t n e g a ti v e f b r k e r a ti n
，

W h i c h c o n t ri b u t e d to th e d i 舵 r e n ti al d i a g
n o si s ．

E p e n d y m o bl a s t o m a s w e r e di v i d e d i n t o t w o s u b g r o u p s
，

O n e W i th m a n y tr u e r o s e tt e s a n d th e o th e r

w ith ft w r o s ett e s － E p e n d y m o bl a st o m a s w i th m a n y t r u e r o s e tt e S ft e q u e n tl y s h o w e d m i c r o r o s e tt e s

i n e l e ct r o n m i c r o s c o p y a n d w e r e n e g a ti v e f b r v i m e n ti n ． E p e n d y m o b l a s t o m a s w ith f t w r o s e tt e s

s h o w e d n o a p p a r e n t m i c r o r o s ett e s a n d w e r e p o si Li v e f b r v i m e n ti n ． T w o c a s e s o r cl e a r c ell

v a ri a n ts o f th e e p e n dy m o m a s h o w e d th e h o n e y c o m b s t r u c t u r e w ith p e ri n u cl e a r h a l o i n lig h t

m i c r o s c o p y a n d m a n y
m i c r o r o s e tt e s i n el e c tr o n m i c r o s c o p y － A s tr o c y t e

－1i k e fb o t p r o c e s s e s w ith

ab u n d a n t i n t e r m e di at e － Si z e d 丘1 a m e n ts w e r e s e e n a m O n g th e t u m o r c e ll s a n d i m m e d i a t el y a dj a c e n t

t o t h e v a s c u l a r c o n n e c ti v e ti s s u e ． T h i s d i st rib u ti o n w a s c o m p a r a b l e t o th a t o r t h e c y t o p l a s m i c

p r o c e s s e s st r o n g l y p o siti v e fb r G F A P ． C h o r o i d p l e x u s p a p ill o m a s a n d a m ali g n a n t c h o r o i d

p l e x u s p a pill o m a s h o w e d n o tr u e r o s e tt e s a n d w e r e h ig h ly p o siti v e f b r b o th k e r a ti n a n d S － 1 0 0

p r ot ei n b u t a l m o st n e g ati v e fb r G F A P ． A m ali g n a n t c h o r o i d p l e x u s p
a p i1l o m a w it h s o li d c ell u l a r

p r olifb r ati o n s h o w e d a n ult r a s t r u c t u r e c o m p a r a b le t o th e b e n i g n c h o r o i d p l e x u s p a p ill o m a s － A n
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e p e n d y m o b l a s t o m a d i s p l a y e d a b n o r m a lly g l a n t C ili a w i th b i z a r r e a x o n e m e
，

a n d t w o c h o r oid

p l e x u s p a p ill o m as s h o w e d cili a a b n o r m a lly l o c a te d b e t w e e n th e t u m o r c ell s a n d b a s al b o d i e s at

th e b a s a l p o l e o f th e c e ll ． I n c o n cl u si o n
，
t r u e r O S e tt e S i n lig h t m i c r o s c o p y a n d m i c r o r o s e tt e s i n

e l e c t r o n m i c r o s c o p y a r e th e m o s t i m p o rt a n t st r u c t u r e s fb r t h e d i a g n o si s o f b o th e p e n d y m o m a s a n d

e p e n d y m o bl a s t o m a s ． C l e a r c e 11 v a ri a n ts o f th e e p e n d y m o m a a n d m al ig n a n t c h o r oi d p l e x u s

P a P ill o m a s c a n d e n n it e ly b e p r o v e d b y e l e c t r o n m i c r o s c o p y ． l m m u n o h i s t o c h e m i c al d a t a m a y

al s o c o n t rib u t e t o th e d ifft r e n ti al d i a g n o si s ．


